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: は  し 力ゞ  き

風による災害から農作物を保護するために,防風林を造

成し,その背後に減風域を作り農作物を守ることは,古 く

から行われており,その効果はすでに認められている。リ

ンゴ園においても防風林の造成は,国内の気象を変化させ

るために極めて有効であり,かつ栽培上必要な方法である。

そこで,防風林が リンゴの気象環境や生態及び結実.果枝

の発生,品質 ,気象災害などにどのような影響を及ぼすか

について,昭和53年から55年までの3カ年にわたり調査し

たので,その結果を報告する。

2 調 査 方 法

青森県五所川原市飯詰地区において,防風林で四方が囲

まれている園地 3h3(以下「防風林園」と書く)と ,対照

園として同園から200π前後離れ防風林が無く,かつ,西

側が水田に面した園地l L3(以 下「対照回」と書く)を調

査園に選定した。なお,防風林は松及び落葉樹からなり,

林帯幅 5～ 10■ ,高 さ8～ 10■ である。調査は 6月 には両

園の結実状況及び果実の初期生育, 8月 から9月 にかけて

冬期間の寒風害による昨年の新槍の先枯れ,及びそれに伴

う本年の新檎発生量,収穫期には両園の果実を採収し品質

調査を行った。なお,気温及び風速は両園地に自記温度計,

三称型風速計を設置し自記紙より数値を算出した。供試品 ,

種はデリシャス系,ス じである。

3 調 査 結 果

1 気温及び風速
5月 から10月 までの温度測定期FF5内 の平均気温は,防風

林国が対照園より月平均で08Cか ら12℃ 高く,最高気温
は各月を通じ 1℃ 以上高く,特に 5月 が 19℃ ,9月が 18

℃対照園より高かった。最低気温は 7月 を除き両国に大差

がみられず,防風林内の較差が大きいことが判明した。次

に風速は 1時間平均風速でみると,風が強い時期はど防風

林内の減風効果が高まり,特に,こ の地方の季節風の強ま

る10月 の減風効果が頭著にみられた (表 1)。

昭和54年における風速別発生頻度は03～ 10m/sの 風

速では,防風林園が対照園より多かったが,10ッ1以上の発
生度数は対照園の半数以下であり,防風林内での強風の発

生が少ないことが認められた。防風林園は昇温効果もみら

表 : 気温及び風速
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表 2 風速別発生頻度及び昇温~2J果   (llB和 54年 )
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注 発生頻度は 1時間平均風速で示し,防風林園1,132
時間,対照園 1,112時間の平均。

れ,0～ 027・ /sの風速では 08℃ , 037/3以上の風速で

は 12～ 14℃ 対照園より気温が上昇した (表 2)。

2 台風20号における風速
昭和54年 10月 1'日夜半から翌朝にかけて台風20号が来襲

したが,青森県深浦町で瞬間最大風速 266しろを記録し,

リンゴ被害数量 4467万箱にも及ぶ県内リンゴ栽培史上第

4位の大被害を受けた。同台風による防嵐林内の減風効果

をみると,吹 き始めから19時までは10%以下の減風率であ

ったが,22時から23時の 1時間平均風速が 4～ 53/s程度
では50～ 60%の減嵐効果がみられ,その後,風の最も強か

った24時から翌朝 4時頃の7～ 8n/sの 風速では防風林内

での減風率が66%か ら68%に も及び顕著な効果がみられた

(表 3)。 また,台風によるふじの樹上における枝ずれ,

打ち傷等の被害は,対照園が80%以上みられたのに対し,

防風林園では10%前後の被害しかみられず,強風による果

実の障害発生防止効果も明らかであった (表 4)。
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表 5 開花結実状況及び結実分布  (昭 50～ 55年 )

防風林園での開花時期は対照園より2～ 3日 は早 く,ま

た開花率もデリシャス系,ふ じともに高かった。結実の状

況をみると,花そう結実率は両品種とも防風林園が 8%前

後高く,全頂芽に対する花そう結実,中心果の結実も8～

20%近 く高かった。1花そう内の結実果数はデリシャス系

が, 1果 そう内 2果以上の結実に大差はないが ,全然結実

しない花そうは防風林日が少ない。ふじは防風林回は 1花

そう当たり0～ 2果結実が対照園より少なく, 4～ 6果結実

が多く,防風林による結実増進効果が認められた (表 5)。 ま

た,防風林目では開花が早まり果実の初期生育も良かった。

4 先枯れ及び果枝発生状況
青森県では冬期間の季節風が強い北郡及び西部などで ,

寒風による新l19の先端が枯れ込む凍害症状がみられる。こ

の枯れ込み症状は剪定により先刈りしたのと同じ状態とな

るため,枯れ込んだ部分の下部より致本の新精が強く発生

し鳥足状になり花芽の形成を悪くする。また,腐乱病菌の

密度の高い所ではこの枯れ込んだ部分に枝質乱が発生する

ため,冬期間の寒風害による先枯れが問題となっている。

そこで,両国について3カ年にわたり2年校の先枯れ状

況を調査した結果,対照口では商品種とも80%前後の先枯

れ発生が見られ,そのため中長果枝の発生が10%以上多く

なっている。また, 2年技 1本当たりの総新檎長もデリシ

ャス系が 6",ふ じで15“前後対照日が長く,これら中長

表6 先枯れ及び果枝発生状況 (昭 53～ 55年 )

表 7 果実品質 (昭 53～ 55年 )

果校の発生の多いことが対照園の開花量を少なくしている

―要因になっていると推察される (表 6)。

5 果実品質
両国の同時期に収穫した果実について3カ年間の分析値

の平均が表 7である。デリシャス系では防風林園で種子数

が多く,蜜発生率,屈折計示度が高かったが,硬度,リ ン

ゴ酸含量では両国の差がみられなかった。一方 ,ふ じでは

蜜発生率が防風林園で極端に多い傾向がみられ,屈折計示

度も高 く,硬度, リンゴ酸含量が低いという結果が得られ

た。両品種を通し防風林園力管 発生率,屈折計示度が高い

ことは,気象環境特に気温が強 く影響しているものと考え

られる。

4 ま  と  め

以上,3カ 年間の調査結果から,防風林のリンゴ園に与

える影響として,防風林の保温効果が高く,減風効果も強

風ほど顕著にみられ,台風など強風による障害果の発生が

少ないという結果が得られた。また,冬期の寒風害による

と見られる先枯れ現象も極喘に少ないため,中長果校の発

生が少なく,開花量も多く,明 らかに結実増進効果が認め

られた。さらに,収穫期の果実分析の結果では,蜜果の発

生,屈折計示度も高く,熟度が促進され,食味向上の効果

も認められた。
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表 4 台風20号による傷害発生率
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